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２０２３（令和５年） 

造 園 協 便 り 
                    １０．１１．１２月 

第２１３号               一般社団法人 秋田県造園協会 

Ⅰ 年頭のあいさつ 

一般社団法人秋田県造園協会 

会長 松本 昭広 

新年 明けましておめでとうございます。 

会員の皆様方におかれましては、お健やかに新春をお迎えのこととお慶び申し上げ 

ます。私も会長に就任して１年が過ぎましたが、この間、大過なく過ごすことが出来 

たことは偏に会員の皆様のご支援、ご協力によるものと感謝申し上げます。 

さて、昨年を振り返りますと新型コロナウイルスが第 5類に移行され、ようやく 

コロナ前の経済社会に戻れると期待しておりましたが、ロシアのウクライナ侵攻や 

イスラエルのガザ攻撃により食料や原材料の高騰が進み、消費の落ち込みから思う 

ような進展が見られなかった年でありました。 

また、県内においても夏場の連日猛暑や７月、9月の大雨災害により秋田市を中心 

的に大きな被害を受け、未だに復旧の目途が立っていない地域もあり、地球温暖化の 

影響に驚くと共に緑の大切さ、それに携わる造園業の果たすべき役割の重要性を再 

確認した年でもありました。   

こうした中にあっても協会の主要行事である 2023グリーン＆フラワーフェスティ 

バルの開催や全国都市緑化仙台フェアへの出展において秋田県造園協会をアピール 

出来たことは皆様の協力があってこそと、感謝申し上げます。 

本年も物価の高騰や人手不足、時間外労働の 2024年問題等多くの課題や公共事業 

にあっては災害復旧工事が発注の主流になり、造園工事が薄れると思われますが、 

建設業において唯一植物を扱う造園業としては専門技術を絶やすことは出来ません。 

SDGsやガーボンニュートラルといった世界的な地球環境保全の動きに沿って、 

緑豊かな安らぎのある生活環境を作り出すためにも、地域の一員 

として当協会でも造園技術の継承と後継者確保に努めると共に、 

造園業の PRにより会員企業の健全化の一助になる活動を展開し 

てまいりますので、会員の皆様方におかれましては尚一層の 

ご協力、ご支援を賜りますようお願い申し上げます。 
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Ⅱ 「2023グリーン＆フラワーフェスティバル in AKITA」開催 

昨年に引き続き、本年も身近な自然である公園の新しい利用方法を提言し、心も 

体も健全な生活を送っていただきたく、当協会主催で、秋田県花卉小売商業協同組合 

とコラボしたイベント、「2023グリーン＆フラワーフェスティバル in AKITA」を 

開催しました。 

  

日 時：令和５年９月３０日（土）～１０月１日（日）9:00～17:00 

場 所：秋田市千秋公園 二の丸跡 

来場者数：推定３００人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【各イベント】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 公園利活用ブース クイズ in千秋公園 

セグウェイ 高所作業車 
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花苗販売 

テントサイト 

多肉植物販売 

ハンモック体験

テントサイト 

薪割り体験 飲食ブース 

クリスマスリース作り体験 クリスマスリース作り体験 
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【創作コンテスト】の結果は次のとおりです。 

 

今回の共通テーマは「いやし」です。 

新型コロナや大雨災害により不安を抱えた心を癒やすため、作者は色々な角度から 

作品に思いを込めています。 

 

    《 優秀賞 》（２７票） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   作品名 №３ いこい 

出展者 むつみ造園土木(株)秋田本社  石川和香子 

 

 

    《 優良賞 》（２２票） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           作品名 №４ しずけさ 

出展者 むつみ造園土木(株)潟上本店  船木誠一郎 
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《 佳作 》（１８票） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           作品名 №１ こころの腰かけ 

出展者 アルファグリーン(株)  戸嶋愛晴 

 

 ※その他の作品は協会ホームページをご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご協力いただきましたご出展者の皆様、会員の皆様に感謝いたします。 
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Ⅲ 「花とみどりのふれあいまつり」へ協会から出展しました！ 

（公財）秋田市総合公社主催の「花とみどりのふれあいまつり」（令和５年 

１０月１日（日）、御所野総合公園）イベントに、秋田市支部会員が出展しました。 

朝はあいにくの雨でしたが、まもなく晴れ上がり、冬囲いの仕方や縄の結び方 

など沢山の人が集まりとても賑わいました。 

ご協力いただきました会員の皆様に感謝いたします。 

 

◆出展内容について 

       冬囲い・樹木等の剪定講習会、園芸相談コーナー、 

粗品の無償配付（軍手、花の種）、アンケートの実施 

 

  ※今回のご協力は秋田県建設工事入札参加資格審査申請の際に、地域貢献活動として 

加点の対象になりますので、申告書が必要な方は事務局にご連絡をお願いいたします。 
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協会関連行事 

９月３０日（土）１０月１日（日） 2023グリーン＆フラワーフェスティバル in AKITA 

 千秋公園 

１０月 １日（日） 花とみどりのふれあいまつり      御所野公園 

１０月１８日（水） 第１３回親睦ゴルフ大会        秋田太平山カントリークラブ 

１０月２０日（金） 創作コンテスト表彰式         林泉会館 事務局 

１０月２４日（火） 日造協東北総支部交流会        秋田市  正木支部長他 

１０月２５日（水） 日造協東北総支部交流ゴルフ大会    秋田カントリー倶楽部 

１０月３１日（火） 全県花だんコンクール表彰式      遊学舎  会長他 

１１月 １日（水） 造園連事務局研修会議（Ｗｅｂ会議）       事務局 

１１月 ７日（火） 第４回理事会             保泉庭園 会長他 

１１月１４日（火） 第１１回企画・技術委員会       林泉会館 佐々木委員長他 

第２回水と緑の森づくり委員会     秋田市  会長 

１１月１９日（日） 工藤よしのり県政報告および秋田県地方自治功労者受賞祝賀会 

   秋田市  会長 

１１月２１日（火） 緑の募金運営協議会          秋田市  事務局 

１１月２９日（水） 建設業法令遵守講習会         秋田市  会員 

１２月 ６日（水） 造園連第２回理事会          林泉会館 佐藤支部長他 

１２月 ７日（木） 秋田県･甘粛省友好提携４０周年祈念祝賀会 秋田市 会長他 

 

 

１月以降の行事予定 

１月 ５日（金） 新年造園人の集い           東京都 

１月１８日（木） 造園連東北ブロック会理事会      仙台市 

２月 ２日（金） 建災防安全祈願祭           秋田市 

２月２９日（木）～３月１日（金） 造園連伊勢神宮奉納行事造園感謝祭  三重県 

３月 ７日（木） 造園連東北ブロック会総会       秋田市 
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お知らせ 

 

☆ おめでとうございます！！ 

  ◆第１３回（一社）秋田県造園協会親睦ゴルフ大会が令和５年１０月１８日(水) 

太平山カントリークラブで開催されました。 

優勝者は、 玉尾重秋氏（（有）玉尾造園土木） です。 

    おめでとうございます！ 

   ご参加いただきました会員の皆様ありがとうございました。 

 

 

☆ 第５９回「全県花だんコンクール表彰式」について 

   令和５年１０月３１日（火）に開催しました、秋田県花いっぱい運動の会主催の 

「全県花だんコンクール」での今年度の特別優秀賞 

「秋田県造園協会会長賞」は、次の団体に送られました。 

おめでとうございます！ 

 

受賞団体 

国立大学法人秋田大学（秋田市） 様 

 

 

 

☆ 令和５年度 街路樹剪定士資格更新手続きについて 

   今年度も引き続き、街路樹剪定士資格更新手続きはオンラインで実施されます。 

 

    ●更新手続方法 

   日造協ホームページ（トップページの左メニューの「街路樹剪定士」＞ 

   「資格更新手続きについて」）にて「更新新手続きのご案内」をご確認の上、 

   手続きを行ってください。 

     

●対象者：下記の①②のいずれかに該当する方 

  ①今年度（2024年 3月 31 日）に有効期限を迎える方 

   ②有効期限が過ぎてしまった方 

  ※有効期限が来年度以降(2024年 3月 31日以降)の方は、更新手続きはできません。 
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☆ 県からのお知らせについて 

  ○秋田県建設部より 

・建設業法令遵守講習会の開催について（10/25） 

・県発注工事における下請負人の選定及び資材の調達に関する県内優先の更なる 

促進について（12/12） 

・下請契約及び下請代金支払の適正化並びに施工管理の徹底等について（12/12） 

 

○秋田労働局より 

・騒音障害防止のためのガイドラインの改訂についての一部訂正について（10/25） 

・雇用管理分野における個人情報のうち健康情報を取り扱うに当たっての留意事項 

の一部改正について（11/9） 

・建設業における労働災害防止対策の徹底及び令和５年度建設現場年末無災害運動 

の実施について（11/17） 
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☆ 令和４年１月２日からは 

 

  墜落制止用器具 
 

     をご使用ください！！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  墜落制止用器具の規格第９条に基づく「適切な表示」が無いものは、必要な性能を 

有していないおそれがあり、法令違反となります。 
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  ☆ 「安全衛生特別教育」が必要です 

以下の労働者は、特別教育（学科 4.5時間、実技 1.5時間）を受けなければなりません。 

・墜落の危険がある作業のうち「特に危険性の高い業務」を行う労働者。 

「特に危険性の高い業務」とは高さが 2ｍ以上の箇所において、作業床を設けることが 

困難な場合で、フルハーネス型を使用して行う作業（ロープ高所作業を除く）などの 

業務をいいます。 

 

 

 

☆ 三脚の安全使用後付金具の取付の義務化について 

   すべての三脚に７５度以下に保つ後付金具を取り付けて、使用しないと労働安全 

衛生規則（第５２８条）違反に問われる可能性があります。 

 

     

 

 

 

 

       

長谷川工業             ハラックス            ピカコーポレーション 

「GSC-240T閉じ止め金具」          「用心棒」          「GM-FSたたまれ止めパイプ」 

 

 

 

☆ 造園連みどり福祉制度の給付内容の変更について 

   令和４年３月２９日に開催された第４回理事会において、みどり福祉制度の今後の 

運営について検討し、令和４年度より以下のように給付内容が変更されました。 

造園連の組合員であれば給付対象になりますので、該当される方は秋田県支部への 

速やかな手続きをお願いします。 

 

 種 類 給付金額等 添 付 書 類 

①  死亡給付金 
10,000円 

住民票１通、又は死亡通知・会葬

礼状でも可 

②  災害見舞金 

地震・火災 

風水害 

10,000円 

公的機関の証明書１通、又は造園

連指定の確認書でも可 

③  事業継承 

勇退感謝状 
感謝状 

各種変更届（様式第 4 号） 
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☆ 県造協のホームページにもいろいろな情報が載っていますので、 

ぜひご覧ください！！ 

      http://akita-kenzokyo.com/ 

 

 ユーザーの皆様へ 造園ワンポイント情報 

   ○「鉢土は年に一度はかえよ」 

    鉢の土は、一度使うと疲れてきます。一年したら、土をかえましょう。庭土などの自然

の土は表面は固くても、耕せば、細かい粒子が集まった団粒組織になっています。団粒と

団粒の間は隙間があるので、通気性もあり水はけもいいです。しかし、鉢の場合は、長年

使っているとこの組織が崩れて細かい粒子（単粒組織）になるために、隙間に埋まり、表

面だけでなく内部まで固くなっていきます。通気性はなくなり、水はけも良くありません。

植物は丈夫に育たないでしょう。 

そこで、古い土は庭に戻してやり、新たに庭土を入れ、ピートモスや肥料、石灰窒素な

どを混ぜて、鉢土をつくります。 

もし、庭土がない場合は、鉢の土を再利用します。鉢の土をよくもみほぐしてふるいに

かけ、水を含ませてブリキの缶に入れて蒸し、消毒します。これに鉢の容量の二、三割の

ピートモスや腐葉土、石灰などを混ぜて使います。一部だけ新しい土を入れ替えるのでは

意味がありません。鉢の土全部を再生しなければなりません。 

（造園連：庭師の知恵ことわざ辞典より） 

 

事務局から 

あけましておめでとうございます。 

会員の皆様には、ご健勝で新年をお迎えのこととお慶び申し上げます。 

昨年を現す漢字は「税」でしたが、秋田県が徴収している「森づくり税」もクマ対策に有 

効な使われ方であってほしいと願っております。 

今年は「辰年」で私は年男であります。協会にお世話になって８年目となります。これま

で造園のことは何も解らない私でしたが、なんとか事務局を務めることが出来ましたのは、

公私に亘りご指導いただいた会員各位のおかげと深く感謝申し上げます。 

地球温暖化から地球沸騰化に移行してきている現況にあって、緑環境の創成に携わる造園

業の重要性が近年特に感じられ、皆様のお仕事の一助になればと思っておりますので、本年

もよろしくお引き回しの程、お願い申し上げます。 

（K・O） 

 

 

 

 

 

 


